
研究報告

青木繁 《海》について

は じめに

植野健造

　石橋財団石橋美術館では平成12年(2000)11月 に,青 木

繁(1882-1911)の 絵画作品 《海》 を収蔵 した。本稿は,

本作品について紹介す るもので ある。本作 品に関連する

文献資料の収集 や作品 に即 した調査な どになお不足 もあ

るが,こ こでは現在 まで に把握 しえた基礎 的データを公

開 し,あ わせて今後調査 と考察 をなすべ き問題点 をいく

っか提示 してお くことを日的 としたい。

1　本作品の概要

　まずは,本 作品の概要 にっいて報告する。本作品(fig.

1)は カンヴァスに油彩で描かれ,寸 法は実測で縦36.5cm,

横73.0cm,変 形 の横長の画面 といえ る。署名や年記はな

い。画面 には,上 部高 い位置 に水平線を とり,上 方 に空,

下方 に海面 を描 く。空の部分 は,灰 色がか った青紫で彩

色 される。左上方(画面の左右 は向か っての意,以 下同様)

に水平線に平行 するようになだ らかな稜線 の島山が うっ

す らと描かれ,そ の山は噴煙をなびかせているように見

える。海上の水平線近 くは濃い青色で,遠 くよ り寄せて

くるいまだ小 さな白波が ところどころに描かれる。 その

下方 の画面の大部分 は近景描写 といえ,岩 礁 と海面 に揺

れ動 く白い波が描かれる。岩礁 は明度 を分 けた数種 の茶

と黒,青 な どの絵 の具が粗い筆触で点描風 に,し か もい

く重 にも塗 り重 ね られてい る。波頭 も青を下地 と して白

い絵の具の筆触を左右に リス ミカルに重ねて彩色 される。

筆触 の配置 と動 きと重 なりあいが,左 右 にゆ きっ もどり

っ激 しく揺れ る波頭の動 きと質感 をみごとに表現 しえて

い るといえるだろ う。画面 は絵の具層 の上か らいっの時

代 にか塗布 されたニスが黄変 している感 もあ るが,絵 の

具の剥落などの汚損はそれほど認め られない。カ ンヴ ァ

スの張 り具合 に少 しの凹凸が認め られ,今 後 これを改善

す る処置 は必要か もしれない。

　画面のカ ンヴァスは,木 枠 に張 られている(flg　2)。 画

面裏 の木枠 には昭和28年(1953)に 国立近代美術館 で開

催 された 「近代洋画 の歩み(西洋 と日本)」展 に出品 され

た際の出品票 と 「川端家」 と書 かれ た小さな紙,額 縁裏

に昭和62年(1987)か ら昭和63年 にか けて アメ リカ合衆

国セ ン トルイス,ニ ューヨーク,ロ サ ンゼルスで巡回開

催された 「Parls　m　 Japan」 展 に出品された際の出品票

が貼付 されてい る。木枠 は古い もののようで,青 木在世

時の ものである可能性 がある。額縁 はそれ ほと古 い もの

とは思われない。なお,額 縁 に取 り付 け られた吊 り金具

と,額 縁 と木枠 とを固定す る金具 は,石 橋財団入手後 た

だちに新 しい ものに取 り替 えたものである。

　 カンヴ ァス裏面 には,お そ らく木炭によるとみ られる

縦書 き二行の書 き込みが認 め られ る。 この書 き込み は画

面 を正画像で裏返 した時に右側 に横向 きとなるかたちで

書 かれている(flg　5,こ れを本稿筆者が書 き起 こした も

のがflg　6)。 書 き込みは,「断雲掻天/風 激上濡」と読め

fig.1　 青木繁 《海》　 1904年 fig.3　 青木繁 《海景(布 良 の海)》　1904年

flg　4　 《海景(布 良の海)》 裏面

flg　2　《海》 裏面
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る。 「断 雲(ち ぎれ ぐ も)天 に掻(さ わ)ぎ,風 激 しく濡(た

ん,急 流 の意)を 上 げ る」 の意 で あ ろ う。 典 拠 の有 無 は知

りえ て い な い。 筆跡 は一 見 して 青木 の もの とみ るが,こ

こで は一 文 字 の み に注 目 して これ を検 証 して お こ う。1

行 目2字 目 の 「雲 」 の字 を みて み る。 これ を,青 木 の明

治35年 の 《落葉 径》(fig.7)(註1)の 右下 に書 かれ た書 き込

み2行 目 「若 浮 雲(浮 雲 の 若 し)」 の 「雲 」 の 字 や,あ る

い は明治37年 の 作 とされ る 《歌 入 り自画像 》(fig.8)(註2)

の書 き込 み2行 目冒頭 の 「東 雲」 の 「雲 」 の 字 と比 較 す

る な らば,こ れ らを同 一 の筆 跡 と して 不 自然 で はな か ろ

う。 また,中 央 の木 枠 に数 文 字 の書 き込 みが あ るよ うに

も見 え るが,こ れ にっ いて は現 在 の と ころ判 読 で きな い。

さ らに,木 枠 の接 合 部 に組 み 合 わ せ る 際 に 目印 と した

「*」 「○ 」 「×」 「|」 「||]「|||」 の墨 書 が あ る。

2　制作時期,関 連作品

　本作品 には年記が ないが,青 木 の年譜な どか ら従来 よ

り明治37年(1904)の 作 とされてきた。制作状況,関 連

作品などを確認 してお く。

　青木繁 は,東 京美術学校を卒業 した明治37年7月 か ら8

月にかけて,坂 本繁二郎,森 田恒友,福 田たね とともに

写生旅行 に出て房州布良海岸(現 ・千葉県館山市)に滞在 し,

海を題材 と したす ぐれた作品を少 なか らず制作 した。青

木の代表作 《海 の幸》(石橋美術館)(註3)は 布良滞在 中に

制作 された ものである。布良滞在 中に青木は他 に,海 景

を描 いたい くっかの作品を制作 したようであるが,比 較

的大画面 の油彩画 で完成度 の高 い作品 と して は3点 が知

られ,青 木の力タログレゾネと もいえ る河北倫明 『青木

繁』(註4)に掲載されてい る。 その1点 が ブ リヂス トン美

術館所蔵の 《海景(布良 の海)》(油彩,カ ンヴァス,36.6

×73.0cm)(註5)で あ り,1点 が本作品 《海》 である。 も

う1点 は,青 木没後 の大正2年(1913)に 発行 された 「青

木繁画集』(註6)の 「絵画 目次」 に 「四九,磯,油,同

(註:明 治)三十七年,2.00×1.50(註:単 位 は尺,60×45

cm),野 口氏蔵」 として図版掲載 される 「磯(油画)」(fig.

9)で ある。 しか し,こ の作 品は文献に も展覧会に もその

後登場 したことはな く,お そ らく現存 していないので は

ないか と想像する。《海景(布良 の海)》 にっいて は後でふ

たたびふれ る。 なお,《海》,《海景(布良の海)》 のいずれ

の題名 も青木 がっ けた当初 の ものではな く,作 品の伝世

の過程で定着 していった現在 の作品名であることを こと

わっておきたい。

　 ところで,青 木 がこの年明治37年 秋 の白馬会第9回 展

に 《海の幸》 を出品 し,画 壇 の注 目を引いたことはよ く

知 られてい る。 白馬会第9回 展 にっいては,現 在 のとこ

ろ出品目録の存在が確認 されてお らず,出 品内容の詳細

は明 らかで はない。 しか し,当 時の新聞紙上や雑誌 の展

覧会評か ら,青 木がこの時の展覧会 に 《海の幸》 ととも

に 「磯」 と題す る作品を出品 していたことがわかる。そ

れで,こ の 「磯」 と題す る作品がどの作品にあたるのか

がさしあたり問題 となろう。

　 白馬会第9回 展における,青 木の 「磯」 に関す る展覧

会評を引用 してみ ることにする。

flg.5　 《海》裏面 の書 き込み fig　6　 《海》裏面の書き込 みを描

　 　　 き起 こ したもの

fi9.7　 青木繁 《落葉径》の書 き込み flg.8　 青木繁 《歌入 り自画像》
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展覧会評1)

石井柏亭 「白馬会画評」 『明星』辰歳第11号,明 治37

年11月1日

「青木繁氏の 『磯』は用筆堅固 にして,よ く　溂たる

海波 と,粗 き岩 とを翻 出 し得,吾 人を して理想画に耽

れ る氏 に,尚 此写実の筆あることを悦ば しめたり。」

展覧会評2)

不美子 「白馬会画評」『明星』辰歳第11号,明 治37年

11月1日

「唯青木 さんの 『磯』は場所が暗い為 めに一寸眼に も

付 きませんが,能 く見ますと中々面 白い画で,此 室で

は第一を 占めるでせう。」

展覧会評3)

O生 記 「白馬会展覧会(下)」 『東京朝 日新聞』明治37年

10月24日

「青木繁氏 の 「磯』 は怒濤 の岩礁 に激 して洶湧せ る趣

がよ く描出 してあるが,中 部以下が面白いと思ふ。」

　現在までに筆者が把握 している 「磯」 に関す る展覧会

評 は以上の三っ のみである。 これだ けでは,展 覧会出品

作 「磯」が どれにあたるのかを特定す ることはできない。

しか し実 は,《海景(布良の海)》 に関す る次 のよ うな文献

資料か ら,出 品作品 は 《海景(布 良の海)》 であった もの

と推察 されるのである。その資料とは,青 木の友人であっ

た高島宇朗が昭和5年(1930)に 雑誌 『みづゑ』 に寄稿 し

た一文である。 この中で,当 時この作品の所蔵者であ っ

た高島 は作 品にっ いて解説 し,文 中 に高島に宛てた青木

の書簡が紹介 されてい る。高 島の解説には重要な内容が

含 まれている し,青 木の書簡 も現存が確認 されていない

もので青木 の文集 『仮象 の創造』(註7)にも収載 されてい

ない貴重 なものである。《海》 にとって も貴重な関連文献

とな るので,長 くなるが ここに引用 しておきたい。

flg.9　 青木繁 《磯》(『青本繁画集』 より)

文献1)

高島宇朗 「青木繁 の 『波 の磯』 について」『みづゑ』第

306号,昭 和5年8月

「『波の磯』 は,明 治三十七年の夏,青 木君が房州布良

旅行 中,有 名な『 海の幸』 と同 じ頃に出来 たものであ

る。

　 これを岩の上 で描 きあげるまでに,三 度 ほど海風 に

さらはれたといふて居った。何せ,風 も波 もひどい処

で,今 度 はと,し っか り気をっ け,左 手でカー杯っか

まえて描 いて るが興 が乗って何時の間にか力がゆるむ

隙に,ば あっ とや られる。波 に持って行かれ ることよ

りも,岩 角 にぶ っっけ られ破 られ るかとの方が一層心

配で,着 た ぐるみ,何 もか なく,い きなりに飛び込 ん

で,泳 ぎ取って,や っと天 日に乾 して描 いて居て,亦

や られる。仕舞には,飛 び込むのを覚悟の,前 後三回

人 と絵 と汐を潜った一所懸命の製作。 当時の意気沖天

の青木君でなければ,や らない業だ。

　画面 の水平線上右寄 に,二 っあ る島影の最右端の頭

の尖つてるのが大 島である。 もと中央下部の波 の上に,

一羽の白い海鳥,翼 を張って飛んで居 るのがあつ たけ

れ ど,青 木君 に相談 して消 して貰 つた。 どうも素人受

をね らつて,取 つてつけたや うで,目 触 になって仕方

がなかったか らである。最初は或 は無かったかと思ふ。

　色 は,極 めて鮮明で,南 海の盛夏,朗 晴の書 なかば,

洋上高 く横流す る黒潮 の紫藍を,湧 きあが る洪音 を,

磯波 の砕 け,砲 を,如 実 に見聞 くのであった。 が,時

ととも調子が大分沈蟹になった。

　 『波 の磯』にっいて,青 木君の書簡があ る。 差支 の

ないや うな処を抜 いてみる。

　前略先 日は参堂御邪魔御厚礼申上候時 に小生 は来十

七 日又 は十九 日に当地出立可仕心組罷仕候

……既 に小生 は何 れに して も貴下 へ進呈せん心あ りて

候故且つ は小生の菲才蕪能を も捨 てず 『波の磯』 を好

み玉ふ様を見て心中此事 を覚え候故……

扠今 回小生帰省既九 ヶ月 の長 日月に及 び候へ共曾て御

約束 申上候紀年製作之儀如何に して も筆を執 る能 はず

気が進 まず腕 にぶ りて貴下 に対 し幾度か御謝絶せんか

と考候へ共折角の事 かっ は何時か健康 を復す るの 日あ

らん と空 しく今 日に及 び候へばむ しろ彼 『波の磯』 を

差上げん と決心仕候改めて御納被下候はゞ幸甚に候……

御承知之通彼『 波の磯』 は絵具代のみにて○○○円余

を要 し居 り申候(佛 国スモールチユブ)其他雑費種 々の

運賃等彼画 には別 に甚だ少か らざる額 を費 し小生 には

愛着離す能 はざ る位 にて既 に白馬会展覧会出品之折 も

○○○○○(額 縁付)の 評定価格にて陳 ね候へ共右の事

情にて売逸を恐れ中 ごろ非売品 と改 め候其の後小生 と

貧苦 を共 にした る紀念物 として他 の何れの作よ りもこ

の画を見れば中心非常の慰籍を得無限 の感興を覚 え候

ものに候(何 とぞ可愛 がって下 さい)…………… 如期不
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十月十二 日/高 島　兄/座 下/青 木拝

　例の達筆で巻紙二間位 に書 きつゞ けたものゝ中か ら,

三分一ばか りの抜抄で ある,巻 紙 の初の小口は,ぞ ん

ざいなが ら刃物 で押切つてあるけれ ど,末 尾 は,面 倒

臭 くなったのかいきなり引裂 いて ある。封筒 には,肩

に 「野中山荘」 と して 「高島宇朗兄」,脇 に 「托使乞返

書」,裏 は 「〆　青木繁」,左肩 に 「十月十二 日晩景」

と,き もちよ く書 き流 されてある。」

　文 中に引用 される青木の書簡 が書かれた年が残念 なが

ら明 らかでない。「扠今回小生帰省既九 ヶ月の長 日月に及

び候へ共」 と 「十月十二 日」の 日付 が判断材料 となるの

であるが,こ れまで知 られてい る青木の年譜に うま くお

さま らないためである。 ここでは,こ の問題に深 く立 ち

入ることを避 けるが,明 治39年 か明治41年 のいずれかの

年,よ り絞れば明治39年 の可能性が高いことを指摘す る

に とどめてお きたい。 その ことはさてお き,こ の資料か

ら,《海景(布良 の海)》 が白馬会第9回 展の出品作 であっ

たと判断され るのである。青木の書簡から,こ の作品の制

作 にあたってはずいぶん と苦心 したために愛着があ り,

白馬会展 に出品 した際 も当初は売価をっけて展示 してい

たが,会 期途中か ら手放すのを惜 しみ非売品に改 めた こ

とが記されている。また,《海景(布良の海)》が青木在世

中に高島の手にわたった ことがこれ よりわかる。 ちなみ

に高 島は青木 と同郷 の久留米 の生 まれで,《 輪転》(明治

36年,石 橋美術館)を や はり青木在世中の明治40年 に青

木か ら譲 り受けている。《海景(布良 の海)》 にして も 《輪

転》 に して も,作 品 を買い取 るというよ りも,金 銭的援

助 の見返 りというかたちでの作品譲渡であ ったと想像さ

れる。

　 さて,《海景(布 良の海)》 と 《海》 にもどって これを見

比べてみ よう。同サ イズの これ ら2作 品は,《海景(布 良

の海)》 が画面右下 に 「T.B.s.　Aoki,1904」 の署名 ・年

記を もち,よ り緊密な構図 と細緻な筆致 によって比較 的

に静かな落ち着 きのある雰囲気を示すのにたい し,《海》

には署名 ・年記 はな く,よ り近景に焦点をあわせた構図 と

大ぶ りな筆致 を重ね ることによっていきいきとした動勢

感のあ る作 品とな っている。一見す ると似通 った構 図と

画風を示 しなが ら,そ れぞれ特色あ る作品 とな っている

と言えるだろう。作品の質 と しては甲乙っ けがたい感が

あ るが,完 成度 は署名 ・年記 のある 《海景(布 良の海)》 の

方がやや高 いように思 われ る。 この点か らも,白 馬会第

9回展 の出品作 は 《海景(布 良 の海)》 であ った ものと推

察することが妥当であろ う。

3　来歴,展 覧会歴

次 に,本 作品の来歴,展 覧会歴 にっいて述べてお く。

先 にみたように,本 作品が制作された明治37年(1904)
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の白馬 会第9回 展 に出品 されたの は 《海景(布 良の海)》

とみ られる。本作品はその後 も青木在世中の展覧会 には

出品された記録はない。本作品が初 めて文献等に登場す

るのは,前 出の大正2年(1913)発 行の政教社版 『青木繁

画集』 においてである。 この画集 において,「絵画 目次」

の 「四〇,海,油,同 三十七年,2.30×1.15,蒲 原氏」

とあ り,カ ラー図版掲載 され るのが本作品である。 この

画集 は,刊 行の前年,す なわち青木 の没 した翌年 の明治

45年(大 正元年)の3月15日 か ら3月31日 まで東京上野の

竹之台陳列館で開催 された 「青木繁君遺作展覧会」 に出

品された作品を中心 と して編纂されたもの と想像 され る

が,本 作品が この展覧会 に出品されたのか どうかは不明

である。 この時に発行された 『青木繁君遺作展覧会 目録』

(註8)に は本作品 と特定で きるもの はみあた らない。 た

だ,こ の 目録 の 「9　海景 　正宗氏蔵」 とあるのが本作

品にあたる可能性 はある。大正2年 の政教社版 『青木繁

画集』 に所蔵者 と して 「蒲原氏」 とあるのは,生 前の青

木 と交友のあ った詩人の蒲原隼雄(有 明)の ことであ る。

この作 品がどのよ うな経緯で大正2年 以前のいっ蒲原の

所蔵 となったのか は定かではない。考え られるのは二っ

である。一つ は,青 木生前の明治37年 頃 に青木 自身か ら

蒲原 に譲 られたとす る見方 である。後でみるように,こ

の時期,蒲 原は本作品を青木 の下宿で見ており,し か も

高 く評価 していたことがわか るか らである。 ただ し,こ

の見方に立 てば,蒲 原 も開催に尽力 した明治45年 の遺作

展 に出品 されてよいはずなのであ るが,先 にみたように

この時の出品目録 に本作品が載 っていない ことが説明 し

づ らい。いま一っ は,遺 作展 の開催や画集 の編集の過程

で蒲原の所蔵 となった とする見方である。 この遺作展や

画集の刊行 にあた っては,蒲 原 とともに坂本繁二郎 らの

友人が奔走 したのであるが,そ の費用の捻 出にずいぶん

と苦労 を した ようであ る(註9)。 この中にあ って,蒲 原

はすでに象徴派詩人 として成功 してお り,そ の費用を負

担す るかわ りに本作品を引き取 った とい う可能性 もある

のではないだろうか。現 時点で はいずれと も断定 しがた

い。 ともか くその後長 らく,第 二次大戦後 まで本作 品は

蒲原の所蔵で あった。 その蒲原 は昭和27年(1952)に 没

す るが,蒲 原 の晩年に作家 の川端康成 に譲 られたよ うで

あ る(註10)。

　その後 の来歴 と展覧会歴 にっいては以下 に箇条書 き風

に列記 してお く。

・昭 和28年(1953)2月1日‐4月15日
,「 近 代 洋 画 の 歩 み

(西 洋 と 日本)」 展,国 立 近代 美術 館 に 出品 され る(no.7)。

・昭 和47年(1972)4月22日‐6月4日(ブ リヂ ス トン美 術

館),6月11日-7月16日(石 橋 美術 館),「 生誕90周 年 記

念 青 木繁 展 」 に出 品 され る(no.17)。

・昭 和47年(1972)
,河 北 倫 明 『青 木繁 』,日 本 経 済 新 聞

社,no.140

・昭和59年(1984)10月2日‐10月14日
,「 海 ・そ の幸 と形



象 」 展,三 重 県 立 美術 館 に出 品 さ れ る(no.33)。 この展

覧 会 開催 時 に は,フ ジヰ 画廊(東 京 都 中央 区 銀座)の 所蔵

で あ っ た とみ られ る。

・昭 和62年(1987)10月2日‐11月22日(Washington

University　 Gallery　 of　Art,　St.　Louis,　Missori),　 12月

11日‐1988年2月7日(Japan　 House　 Gallery,　 New

York),2月21日-4月3日(Wight　 Art　 Gallery,　 Uni-

versity　 of　California　 at　Los　 Angeles),　 「Paris　 in

Japan」 展 に出 品 され る(no.1,東 京 ・フ ジヰ 画廊)。

・平成12年(2000)11月25日 ,東 京 都 中央 区 銀座 で開 催 さ

れ た オ ー ク シ ョン ジ ャパ ン株 式 会 社 に よ るA.J.　C.オ ー

ク シ ョンに 出品 され る。 石 橋 財 団が 落札 。

4　蒲原有明(隼雄)の 本作品 に関する言説

　本作 品は詩人の蒲原有明が長 く所蔵 するところであっ

たが,そ の蒲原が この作 品の意義 と来歴 などに関 して貴

重な言説 を残 してい るので,こ れ もあわせて ここに引用

しておきたい。

文献2)

蒲原隼雄 「蠱惑的画家(伝 説 と印象)」 『青木繁画集』,

政教社,大 正2年4月

　(明治37年 秋,蒲 原が初めて神明町の青木 の下宿を訪

ねた時を回想 して)

「談話 はまたちみちな画の ことに移って来た。青木君

は例の鴨居の上の海の画 を見あげて,『君あの画をどう

思ふね,あ の赤い巖には随分 こまったのだ。』 といって,

僕 が画面の深い色 と烈 しい光 とに見入て居 るひまに,

『まるで蜂 の巣,蜂 の巣』 と附加へた。僕はひ ょい と調

子 をはつ されて,青 木君の軽い諧謔 の気持の中に浸っ

て行った。

　 だが この海の画 は何 うして も魔術者の描いた画で あ

る。単にスペ ク トラムの原理からは出来ない画である。

絵具で捏ね廻 した幻感 に頼った もので は素 よ りない。

青木君の この時の自然の観取 が,ま るで神話 のやうに

直接で,象 徴的で,そ して個性 的であつた ことは今更

繰返す まで もないことである。青木君が どうしてあの

強 い日光を画面 に捕へて圧搾 したらう。 沸 きたっ海の

動揺その ものゝ 中には,画 家の神経が溺れ もせず に微

笑んで居 るではないか。巖に射返す真赤な 日光 は恰 も

画家の魂の発散 のや うである。 そ して青木君 はこれを

描 くに独創 的で,自 由で大胆 なア ンプ レッシオニズム

を行ったのである。」

※註)本文章は多少の変更を加えられて,蒲原有明 『飛雲抄』,昭和13

年12月,書物展望社,に収載。

文献3)

蒲原有明 『夢 は呼び交す』,昭和22年11月,東 京出版

(蒲原有明『夢は呼び交す』,岩波文庫,昭 和59年4月,

所載)

「一旦古 い説話に出て くる盲人の活手段を身に引 き当

てて蘇生 のお もいを したものの,そ れ もその当座だけ

で,そ のあとで鶴見はまた一層の疲労 をおぼえた。実

は この一 ヵ月ばか り前か ら,ど うい うものか,た あい

もな くぐった りしていたのであ る。 それで はいけぬと

反機 して,気 を変えてみる手段をいよいよ実行する こ

とにした。このほどから客間 も自由に使え るようにな っ

たので,床 の壁 に青木 の絵をか けるというだ けの仕事

である。 それを億劫 がって躊躇 していたのを,今 日は

もはや猶予 もせずに,直 ちに老刀 自を呼んで相談 して,

娘にいいつ けて,青 木の絵を取 り出 してかけさせた。

　青木 の絵が戦災 か ら助か ったのには,こ んない きさ

っがある,衣 類や蒲団などを少 しばか り纏めて静 岡市

近郊の農家に預けた当時,急 に思いついて,掛 けてあ っ

た壁 か らお ろして,古 毛布 にくるんだまま,蒲 団の間

に押込んでおいた ものであ る。 それがまだそのままに

してある。 あちらこち らと持ち運 んで来た ものである

が,毛 布を剥いで見 れば,ど こに も損傷がない。 それ

を見て鶴見 は無性 に嬉 しが る。

　多数の蔵書 はその殆 どすべてを焼 いて しま った。 そ

れであるのに,こ の 一順の画を戦火 か ら救 ってお こう

とした,あ の発作 的の行動 は,そ もそもどこか ら生れ

て来 たものであろ うか。鶴見はそれ も一っの不思議で

ある。

　 とにか く青木 の画 は,戦 火 か ら救われたのである。

娘 の静代がその絵 を床の壁に掛 けるのに骨を折 ってい

る。油絵 には珍 らしい横長の型 である。 しば らくす る

とそれが工合よ く掛け られた。

　故友の青木繁 はその絵を房州 の布良で描 いた。一見

印象派風の ものであるが,故 人 は単 に写実を目あて に

筆 を運んだ ものであろうか。鶴見 はうべなわない。か

れにはどうして もそうは思 われぬか らである。多分 に

作者の特異 な個性 と空想 とが全画面 に混 り合 い,融 け

合 ってい る。 印象 は重んずるが,そ の表現は物象 に直

接ではな くて,幻 想のるっぼを通 して来た ものである。

真の意味 における創作である。

　海の水平線 は画頓の上部 を狭 く劃 って,青 灰色の天

空が風に流 れている。そ こには島山の噴煙が靡 き,雲

が這 っている。地理的にいえばこの島山は この絵を描

いた位置か らは少 しわ きにはずれているので あるが,

青木 はそれを知 りつつ も,こ とさらに画の正面 に移 し

て据えた。青木 の心眼にはそう見え るのである。 この

島山は伊豆の大島である。

　その天空 の帯の下に,こ れも左 に細 く右へややひろ

が った青緑 の海が動いている。 ところ どころに波頭が

たつ。その海が前方 に迫 るに従 って海中の岩礁 に砕け

て しぶ きをあげる。更に前景 には大 きな岩礁が横たわ

り突 き出ている。その間を潮流が濡津瀬 をな して沸 き

あが り崩 れ落 ちる。岩礁 には真夏の強い日光が反射す
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る。紫褐色の地 にめった無性 に打 たれた赤 い斑点がち

か ちか と光 ったり稔 った りして いる。 青木 はこれをっ

っ き廻 していたので,蜂 の巣蜂の巣 とい って いたが,

その岩礁は蜂 の巣 というよ りもむ しろ怪獣 のような巨

大 な生物に見 える。狂乱に近 い画家の精神 が一種の 自

爆性 を帯びて激 しく発散する。 いかな る怒濤 にも滅 さ

れまいとする情意の熱がそこに眩いばか りの耀きを放 っ

て,こ の海景 の気分を まとめようとあせる。 それ ほど

までに もこの岩礁 は誰 の眼にも異様 に映ずるのである。

　 全画面はか くして,左 か ら右へ,う しろか ら前へ,

絶間 な く揺す りどよめいて,動 乱の極に達 している。

それがメヅウサの頭にもっれ絡 まる蛇をお もわせる。

　 これが青木繁 の若い時に描 いた海景である。額縁の

横幅約二尺八寸,縦 幅一尺八寸 はあろうと思われる。

　 鶴見 は海 と共 に際涯 もない感情 を抱いてその画を丹

念 に見返 し見返 しして いる。波 と岩 との争闘の外 に火

と海 との相剋 がそこにあ る。揺す り動か し砕 き去 ろう

とす る狂瀾怒濤 に抗 して,不 滅 を叫ぶ興奮か ら岩礁 は

いやが上に も情熱 の火を燃やす。遠空にかすむ火山の

円錐が この死闘を静かに見おろ して煙を噴 く。

　 鶴見 はその画 の中 に,人 生 における情熱 と冷酷 な現

実 との瞬間に縮 め られた永遠 のたたかいを,ふ いと見

てとって深い深 い息をっ く。」

※註)『夢は呼び交す』は,小説風の形式による蒲原有明の自伝。詩

人・野田宇太郎の依頼によって,野田らが創刊した『藝林間歩』に,昭

和21年6月号から昭和22年5月号まで 「黙子覚書」の題名で連載された。

むすび

　本稿で は,新 収蔵品であ る青木繁の 《海》 についての

概要 を紹介 して きた。本作品が青木 の画業の中で,さ ら

には日本近代洋画史 の中で しめる意義や問題点 にっ いて

の考察 は今後の課題 と したい。 ここではその問題 の所在

と展望について二っばかり指摘 しておきたい。

　 まず,本 作品 《海》や 《海景(布 良の海)》 が示す フラ

ンス印象派風 の画風を青木 がどのように して獲得 したの

かが問題 となる。青木の印象派受容のあ り方が検証 され

るべきであろう(註11)。 ただ し,こ の問題の解明にあたっ

ては,青 木 が印象派 を受容 しっっ も,こ れ ら2作品が示

す画風 は青木な りに咀嚼 消化 された ものであり,蒲 原が

指摘 したよ うにたん に印象派 を模倣 した ものではない と

いうことに注意 してお く必要が あるだろう。

　 また,こ れ ら2作品 にお いて青木が示す印象派風 を独

自に消化 した写実力や油彩画と しての濃密なマティエー

ルと,《海の幸》が示す画家のたぐいまれな想像力や未完

成 ともみ られ る薄塗 りの彩色 との対照を どのように意義

づけるか とい う問題 も重要 と思われ る。 その際 には,青

木 が明治40年 に 《わだつみのいろこの宮》(石橋美術館)

を発表 した際の自作解説において,自 身の過去 と将来の

研究課題 について次の ように述べて いることが注意 され

る。す なわち,絵 画の成立 には 「想」「知」 「技」の三要

素が必要であり,明 治37年 の 《海の幸》では 「想」に,

明治40年 の 《わだつみのいろこの宮》で は 「知」 に,そ

れぞれお もに意 を注いだが,今 後 は 「技」 に重点をお き

「対象を現実の自然に採 り所謂写実なる者が如何なる点迄

及ぶ可 きかを試 みる筈」 と述 べているのである。 ここで

青木が述べた写実的方向 という点で,お そ らく 《海》 は

なにが しかの意義 をにな っていたのではないだろうか。

しか し一方で,本 稿筆者が本作品 の制作 された布良海岸

を訪 れ,そ の風景を眼 にした実感 としては(fig.11),現

実 のありのままの風景を写真 的に再現 した ものとはとう

てい思われず,蒲 原が これ も指摘 しているよ うに,青 木

の写実が 「多分に作者の特異 な個性 と空想 とが全画面に

混 り合い,融 け合 っている」 ものであり,「印象は重んず

るが,そ の表現は物象 に直接 ではなくて,幻 想 のるつぼ

を通 して来た ものである。真の意味にお ける創作である」

という言説が説得力を もっ もののように思われるのであ

る。

　　　　　　　　　　　(うえのけんぞう　石橋美術館)

註:

fig.11千 葉県館山市の布良海岸(2001年5月21日)

1)　 鉛筆,淡 彩 ・紙,13.0×18.0crn×2枚,北 御牧村立梅野記念絵画館

2)　 鉛筆,チ ョーク・紙,22.5×15.5cm,北 御牧村立梅野記念絵画館

3)　 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス,70.2×182.0cm

4)　 河北倫明 『青木繁』,日 本経済新聞社,昭 和47年10月

5)　 《海景(布 良 の海)》 は,昭 和55年 に修復 を受けていて,画 面 に裏打

ちのためのカンヴァスが貼 られて いる。画面裏の木枠 には 「青木」

「第九十 九号」 という墨書 があ り,さ らに木枠 の接合部 に 《海》 と

同様 に,「 ○」「||」とい った墨書が認め られ る。

6)　 『青木繁画集』,政 教社,大 正2年4月

7)　河北倫明編,青 木繁 『仮象の創造』,中央公論美術出版社,昭 和41

年1月

8)　『青木繁君遺作展覧会目録』,博文館,明 治45年3月

9)　明治45年 の青木の遺作展開催や大正2年の 『青木繁画集』刊行にあ

たって,蒲 原有明,坂 本繁二郎 らが奔走 した事情 にっ いて は,竹 藤

寛 『青本繁・坂本繁二郎 とその友―芸術をめぐる悲愴なる三友の

輪― 』,福 岡ユネス コ協会,昭 和61年,に 詳 しくうかが うことがで

き る。

10)　 河北倫明 ・陰里鉄郎 『巨匠の名 画10青 木繁』,学 習研究社,昭 和51
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年9月,の 「作品解説」。 また,蒲 原有明 と川端 康成 との関係 にっ

いて は,蒲 原 有明 『夢 は呼び交す』,岩 波文庫,昭 和59年4月,に

収載される野田宇太郎の解説 が参考 になる。

11) この問題 にっ いて は,す でに,宮 崎克 己 「日本におけるモネの受容」

『モ ネ展』 図録,石 橋財 団 ブリヂス トン美術館 ・他,平 成6年2月,

中で もふれられて いる。 この論文 の中で は青木についてもふれ られ,

《海》 な どとの関係を念頭 においた うえで,林 忠正 旧蔵の モネの

《ベ リールの ライオ ン岩》(1886年,fig.10)が 当時すで に日本 に将

来 されて いたことなどが指摘 され ている。 また,長 谷川洋 ・武 沢喜

美子編 「林忠正年 譜」『フランス絵 画と浮世絵― 東西文化 の架 け橋

林忠正― 展』 図録,高 岡市 美術館 ・他,平 成8年,の 明治33年 の記

事に は,「 帝室博 物館内 に林忠正 コ レク ションの西洋画 を常設 展示

する」 とい う記載があ り注意 され る。 これ らにっいての調査 も今後

の課題である。

fig.10　 モネ 《ベ リールのライオ ン岩》　1886年
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